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ノムラ・ジャパン・オープン 
（確定拠出年⾦向け） 

運用報告書(全体版) 
 

第24期（決算日2025年２月27日） 
 

作成対象期間（2024年２月28日～2025年２月27日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2001年11月22日から無期限とします｡ 

運 用 方 針 

わが国の株式およびノムラ・ジャパン・オープン（確定拠出年金向け）と実質的に同一の運用の基本方針を有する親投資信託であるノ
ムラ・ジャパン・オープン マザーファンド受益証券を主要投資対象とし、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本
とします。 
わが国の株式への投資にあたっては、上場株式および店頭登録銘柄の中から株価の割安性をベースに企業の収益性、成長性、安定性等
を総合的に勘案して銘柄を選択し、投資を行なうことを基本とします。 
株式の実質組入比率は、原則として高位（フルインベストメント）を維持することを基本とします｡ 

主な投資対象 

ノムラ・ジャパン・オープン 
（確定拠出年金向け） 

わが国の株式および「ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド｣受益証券を主要投資対象とします｡ 

ノムラ・ジャパン・オープン 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

ノムラ・ジャパン・オープン 
（確定拠出年金向け） 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

ノムラ・ジャパン・オープン 
マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として繰越分を含めた利子、配当収入と売買益等から基準価額水準等を勘案して分配します。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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ノムラ・ジャパン・オープン（確定拠出年金向け）

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東 証 株 価 指 数 
（TOPIX）（配当込み） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

20期(2021年３月１日) 22,308 5 24.6 2,973.96 24.3 98.3 － 5,817 

21期(2022年２月28日) 22,363 5 0.3 3,012.57 1.3 98.4 － 4,718 

22期(2023年２月27日) 24,169 5 8.1 3,268.15 8.5 98.2 － 4,568 

23期(2024年２月27日) 33,901 5 40.3 4,502.49 37.8 99.5 － 6,202 

24期(2025年２月27日) 37,447 5 10.5 4,709.16 4.6 98.7 － 6,888 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東 証 株 価 指 数 
（TOPIX）（配当込み） 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2024年２月27日 33,901 － 4,502.49 － 99.5 － 

２月末 33,880 △ 0.1 4,499.61 △0.1 98.6 － 

３月末 35,815 5.6 4,699.20 4.4 97.5 － 

４月末 35,201 3.8 4,656.27 3.4 97.6 － 

５月末 36,304 7.1 4,710.15 4.6 97.6 － 

６月末 36,583 7.9 4,778.56 6.1 98.7 － 

７月末 36,325 7.2 4,752.72 5.6 99.3 － 

８月末 35,258 4.0 4,615.06 2.5 98.2 － 

９月末 35,389 4.4 4,544.38 0.9 97.5 － 

10月末 36,129 6.6 4,629.83 2.8 98.1 － 

11月末 36,608 8.0 4,606.07 2.3 98.5 － 

12月末 38,191 12.7 4,791.22 6.4 98.6 － 

2025年１月末 38,555 13.7 4,797.95 6.6 97.1 － 

(期  末)       

2025年２月27日 37,452 10.5 4,709.16 4.6 98.7 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ノムラ・ジャパン・オープン（確定拠出年金向け）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2024年２月27日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、東証株価指数（TOPIX）（配当込み）です。ベンチマークは、作成期首（2024年２月27日）の値が基準価額と同一とな

るように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は10.5％の上昇 

基準価額は、期首33,901円から期末37,452円（分配金込み）に3,551円の値上がりとなりました。 

 

①の局面（期首～2024年７月中旬） 

（上昇） 日銀が金融政策決定会合でマイナス金利解除を決定したものの追加の利上げは急がず

当面は緩和的な環境を続ける姿勢を示したこと。 

（下落） 機関投資家のリバランス（資産の再配分）や利益確定と思われる株式売却が増加した

こと。 

（上昇） 日銀が金融政策の現状維持を発表し一時１米ドル160円台まで円安が進行したこと。 

（上昇）ハイテク関連企業の決算発表への期待感の高まりなどから米国株が大きく上昇したこと。 
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ノムラ・ジャパン・オープン（確定拠出年金向け）

②の局面（2024年７月中旬～期末） 

（下落） 日銀による為替介入観測を受けた円相場の急騰や、米国の大手ハイテク企業の市場予

想を下回る決算が嫌気されたこと。 

（下落） 日銀が追加利上げを決定するなど金融引き締め姿勢を示したことから一時141円台ま

で円高米ドル安が進んだことや、米国の失業率の上昇により景気後退懸念が高まり世

界的に株安が広まったことなどから、国内株式市場が急落したこと。 

（上昇） 日銀の内田副総裁が今後の利上げに慎重な見方を示したことや、為替が円安米ドル高

に反転したことなどから国内株式市場が反発したこと。 

（上昇） FRB（米連邦準備制度理事会）が0.5％の利下げを決定したこと、日銀が今後の利上げ

を急がない姿勢を示したことから円安米ドル高が進行したこと。 

（下落） 欧州の大手半導体製造装置メーカーの市場予想を下回る決算が嫌気されたことや、衆

院選にて与党である自民党が議席数を大幅に減らすとの見方が広がったこと。 

（上昇） 米国にて景気の底堅さや金融当局者による利下げに前向きな姿勢が示されたことなど

からハイテク株を中心に米国株が上昇したこと。 

（上昇） 米国において大規模なAI関連投資プロジェクトが公表されたことから、半導体関連株

を中心に上昇したこと。 

（下落） 中国企業が低コストで高性能な生成AIモデルの開発に成功したと公表したことから、

今後のAI関連投資の縮小が懸念されたこと。 

 

○投資環境 

期首から2024年７月中旬にかけて、国内株式市場は上昇しました。日銀が金融政策決定会合

でマイナス金利解除を決定したものの追加の利上げは急がず当面は緩和的な環境を続ける姿

勢を示したことなどから上昇して始まりました。３月下旬には、機関投資家のリバランスや利

益確定と思われる株式売却が増加したことなどから一時的に下落する場面もありましたが、以

降は、日銀が金融政策の現状維持を発表し一時１米ドル160円台まで円安が進行したことや、

米国のインフレ率鈍化などを受けて米国長期金利が低下し米国株が上昇したことなどから堅

調に推移しました。 

７月中旬から期末にかけて、国内株式市場は下落しました。日銀による為替介入観測を受け

た円相場の急騰や、米大手ハイテク企業の市場予想を下回る決算が嫌気されたことなどから下

落基調に転じ、７月末から８月前半には、日銀の追加利上げ決定などから一時141円台まで円

高米ドル安が進んだことや、景気後退懸念の高まりを受けて世界的に株安が広まったことなど

から急落する場面もありました。その後は、日銀の内田副総裁が今後の利上げに慎重な見方を

示したことや、為替が円安米ドル高に反転したことなどから反発しましたが、欧州の大手半導

体製造装置メーカーの市場予想を下回る決算が嫌気されたことや、衆院選にて与党である自民

党が議席数を大幅に減らすとの見方が広がったことなどから、株価の上値は限定的となりまし

た。2025年に入ると、米国において大規模なAI関連投資プロジェクトが公表されたことから半

導体関連株を中心に上昇しましたが、その後は中国企業が低コストで高性能な生成AIモデルの
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ノムラ・ジャパン・オープン（確定拠出年金向け）

開発に成功したと公表したことを受けて、今後のAI関連投資の縮小が懸念されたことなどから

下落する場面もありました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［ノムラ・ジャパン・オープン（確定拠出年金向け）］ 

主要投資対象である［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］を期を通じて高位に

組み入れ、実質株式組入比率は期末に98.7％としました。 

 

［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］ 

・株式組入比率 

株式組入比率は、期を通じて高位を維持し、期末に98.9％としました。 

 

・期中の主な動き 

特定の分野・事業領域で高い市場シェアを持つなど競争力や経営力が高く、中長期的に堅調

な業績拡大が期待できる企業に着目し、主にPER（株価収益率）などのバリュエーション指

標に基づき、中長期で割安と思われる銘柄に投資しました。 

 

＜投資割合を引き上げた主な業種（東証33業種分類、以下同じ）と銘柄＞ 

①非鉄金属（期首3.1％→期末10.4％、時価構成比、以下同じ） 

AIサーバー向けに光回線通信部品などの需要増加が期待できるフジクラ、北米を中心に光

ファイバ・ケーブルの業績拡大が期待できる古河電気工業を買い付けしました。 

②情報・通信業（3.3％→8.7％） 

安定収益基盤を背景とした株主還元強化やグループの構造改革による利益成長に期待した

日本電信電話、安定収益源のモバイルゲームに加え新興国における事業展開に期待したコナ

ミグループなどを買い付けしました。 

③その他製品（0.4％→3.8％） 

新型ゲーム機の発売や保有する有力IP（知的財産）を生かした業績拡大に期待した任天堂、

事業の選択と集中や高単価商品へのより一層の注力による収益性改善を期待したアシック

スなどを買い付けしました。 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①電気機器（24.4％→14.3％） 

低コストで開発された生成AIの登場を契機に高価なGPU価格が今後下落した場合に製品の

数量や価格に対する悪影響が大きくなる可能性を懸念したアドバンテスト、FA（ファクト

リー・オートメーション）や空調における外部環境の悪化や事業構造改革の遅れを懸念した

三菱電機などを売却しました。 
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ノムラ・ジャパン・オープン（確定拠出年金向け）

②輸送用機器（14.1％→4.6％） 

認証不正などによる生産制約や北米での価格競争の激化を懸念したトヨタ自動車、タイの自

動車市場の回復には時間を要すると考えたいすゞ自動車などを売却しました。 

③機械（8.0％→3.7％） 

中期的にはAI向け半導体の需要増加に伴う主力製品の売上拡大が期待されるものの株価上

昇により割安感が薄れたと考えたディスコ、電子産業向け超純水製造装置の市場規模は中長

期的な拡大が期待できるものの株価上昇により割安感が薄れたと考えたオルガノなどを売

却しました。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

＊ベンチマーク対比では5.9％のプラス 

基準価額の騰落率は＋10.5％となり、ベンチ

マークである東証株価指数（TOPIX）（配当込み）

の＋4.6％を、5.9％上回りました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

①ベンチマークに比べてパフォーマンスが良

かった古河電気工業、フジクラ、日立製作所、

日本製鋼所などの投資比率が相対的に高

かったこと。 

②ベンチマークに比べてパフォーマンスが悪

かった東京エレクトロンなどを非保有にし

ていたこと。 

③ベンチマークに比べてパフォーマンスが良

かった非鉄金属、証券、商品先物取引業など

の投資比率が相対的に高かったこと。 

④ベンチマークに比べてパフォーマンスが悪かった卸売業などの投資比率が相対的に低かっ

たこと。 

 

（マイナス要因） 

①ベンチマークに比べてパフォーマンスが良かったソニーグループ、みずほフィナンシャルグ

ループなどを非保有にしていたこと。 

②ベンチマークに比べてパフォーマンスが悪かった東洋炭素、ローム、横浜ゴムなどの投資比

率が相対的に高かったこと。 

③ベンチマークに比べてパフォーマンスが良かった銀行業、保険業などの投資比率が相対的に

低かったこと。 
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ノムラ・ジャパン・オープン（確定拠出年金向け）

④ベンチマークに比べてパフォーマンスが悪かったガラス・土石製品などの投資比率が相対的

に高かったこと。 

 

 

◎分配金 

（１） 今期の分配金は、基準価額水準などを考慮して１万口当たり５円とさせていただきました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第24期 

2024年２月28日～ 
2025年２月27日 

当期分配金 5  

(対基準価額比率) 0.013％ 

 当期の収益 5  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 32,005   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］ 

・投資環境 

日本経済は堅調に推移しています。2024年10-12月期の実質GDP（国内総生産）成長率は前

期比年率＋2.8％となり、７-９月期の同＋1.7％から加速し３四半期連続でプラス成長となりま

した。輸入減による外需寄与が成長率を押し上げた他、民間設備投資が前期比年率＋1.9％（７-

９月期同－0.3％）とプラスに転じたことも寄与しました。12月の毎月勤労統計調査における

一般労働者の所定内給与（共通事業所ベース）は、前年同月比＋2.8％となり５月以降は概ね同

水準で推移しています。米国の通商政策が日本経済に与える影響には注意を要しますが、2025

年の春闘も2024年並みの賃金上昇率となると予想しており、個人消費は底堅く推移するとみて

います。１月の日銀金融政策決定会合では、政策金利の0.5％への引き上げが決定されました

が、２月に公表された「主な意見」では、今後の段階的な利上げを支持する意見が目立ちまし

た。当社では2025年７月に0.75％への追加利上げを予想しています。 
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・投資方針 

データセンター、５G、EV（電気自動車）などの成長産業において業界内で競争力を有する

銘柄や、成熟産業において勝ち残る可能性の高い銘柄、特定の分野・事業領域で高い市場シェ

アを持っている銘柄などに注目し、業績に見合った株価の銘柄を選別していく方針です。 

当ファンドでは競争力が高く中長期で堅調な業績が見込める銘柄を、割安なタイミングで組

み入れていくという基本戦略に基づき、ベンチマークを上回るリターンを目指します。 

 

［ノムラ・ジャパン・オープン（確定拠出年金向け）］ 

当ファンドは引き続き第25期の運用に入ります。 

主要投資対象である［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］の組み入れを高位に

維持して、基準価額の向上に努めます。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 
 

 

  



品 名：90001_400002_024_02_ノムラ・ジャパン・オープン（確定拠出年金向け）_1052071.docx 

日 時：2025/3/26 10:20:00 

ページ：8 

 

－ 8 － 

ノムラ・ジャパン・オープン（確定拠出年金向け）

○１万口当たりの費用明細 (2024年２月28日～2025年２月27日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 344  0.951  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (183)  (0.505)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (139)  (0.384)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 23)  (0.063)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 22   0.060   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 22)  (0.060)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 367   1.014    

期中の平均基準価額は、36,186円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は0.94％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年２月28日～2025年２月27日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 202,370 792,300 210,269 836,900 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2024年２月28日～2025年２月27日) 

 

項 目 
当 期 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 208,812,464千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 201,022,955千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.03   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年２月28日～2025年２月27日) 

 

＜ノムラ・ジャパン・オープン（確定拠出年金向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 102,389 26,471 25.9 106,423 30,351 28.5 

平均保有割合 3.3%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

＜ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
株式 1,731 

    

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 4,022千円 
うち利害関係人への支払額（B） 1,064千円 

（B）／（A） 26.5％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2025年２月27日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 1,668,656 1,660,757 6,875,037 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2025年２月27日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 6,875,037 99.3 

コール・ローン等、その他 48,845 0.7 

投資信託財産総額 6,923,882 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年２月27日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 6,923,882,791   

 コール・ローン等 48,845,120   

 ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド(評価額) 6,875,037,019   

 未収利息 652   

(B) 負債 35,095,121   

 未払収益分配金 919,812   

 未払解約金 1,903,023   

 未払信託報酬 32,160,805   

 その他未払費用 111,481   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 6,888,787,670   

 元本 1,839,625,399   

 次期繰越損益金 5,049,162,271   

(D) 受益権総口数 1,839,625,399口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 37,447円 
 

（注） 期首元本額は 1,829,708,366 円、期中追加設定元本額は

388,599,167円、期中一部解約元本額は378,682,134円、１口当た

り純資産額は3.7447円です。 
 

○損益の状況 (2024年２月28日～2025年２月27日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 71,392   

 受取利息 71,493   

 支払利息 △          101   

(B) 有価証券売買損益 659,270,086   

 売買益 736,769,477   

 売買損 △   77,499,391   

(C) 信託報酬等 △   71,299,092   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 588,042,386   

(E) 前期繰越損益金 2,262,054,240   

(F) 追加信託差損益金 2,199,985,457   

 (配当等相当額) (  3,036,149,662)  

 (売買損益相当額) (△  836,164,205)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 5,050,082,083   

(H) 収益分配金 △      919,812   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 5,049,162,271   

 追加信託差損益金 2,199,985,457   

 (配当等相当額) (  3,038,561,472)  

 (売買損益相当額) (△  838,576,015)  

 分配準備積立金 2,849,176,814   
 
＊ 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊ 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊ 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2024年２月28日～2025年２月27日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2024年２月28日～ 
2025年２月27日 

a. 配当等収益(経費控除後) 132,014,837円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 456,027,549円 

c. 信託約款に定める収益調整金 3,038,561,472円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 2,262,054,240円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 5,888,658,098円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 32,010円 

g. 分配金 919,812円 

h. 分配金(１万口当たり) 5円 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
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○お知らせ 

①信託報酬率について、年1.5015％（税抜年1.365％）から年0.9515％（税抜年0.865％）へ引

き下げる所要の約款変更を行ないました｡ ＜変更適用日：2024年５月23日＞ 

 

②投資信託約款に規定している委託者が行なう公告を掲載する当社ホームページのアドレス

を「http://www.nomura-am.co.jp/」から「https://www.nomura-am.co.jp/」に変更する所

要の約款変更を行ないました。 ＜変更適用日：2024年７月４日＞ 

 

2024年11月５日より、ファンドの設定解約の申込締切時間を以下の記載のとおり変更いたしました。 
 

原則、午後３時30分までに、販売会社が受付けた分を当日のお申込み分とします。 

（販売会社によっては上記と異なる場合があります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。） 
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